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湯田小学校の大切な言葉 ： あしたも会おうね 温かい学校 ～ 学び合い ～

３０年度チャレンジ目標：湯田小ＡＢＣ

ひたむきで ぬくもりのある さわやかな湯田小学校

校長 伊 藤 豊

平成３０年度がスタートして一月が経過しました。

このたび、伝統ある湯田小学校でお世話になります、校長の伊藤と申します。本年度も、この

校長室だよりを通じて、保護者・地域の皆様に湯田小学校の教育実践の様子をお伝えしたいと思

います。どうぞよろしくお願いします。

さて、新年度のスタートにあたり、めざす学校像を教職員で確認しました。「ひたむきでぬくも

りのあるさわやかな学校」とは、以下の４つを意味します。

○わかる・できる喜びと自信にあふれた学校

そのためには、子供の心に火をつけ、やる気を引き出すことに努力します。

○どの子にも居場所のある学校

そのためには、一人ひとりの思いや願いを大切にします。

○やさしい言葉やあいさつの声が響く学校

そのためには、先ずは身近な私たち教職員がお手本を示します。

○落ち着いた、美しい環境が整えられた学校

そのためには、子供と共に教室や校内の環境美化に努めます。

さて、以上のことを踏まえて、改めて子供たちにチャレンジ目標「湯田小ABC」について話しま

した。

３０年度 湯田小チャレンジ目標 (湯田小ＡＢＣ)

Ａ あいさつ 人とのつながり、地域とのつながりを大切にします。

Ｂ ビューティフル 「心」や「行動」の美しさを大切にします。

Ｃ チャレンジ めあてに向けてがんばることを大切にします。

本年度は、これまでの取組に加えて「やさしい言葉」を意識して行動しようと話しました。「や

さしい言葉」は、お互いを思いやる心を育み、心を勇気づけたり温かく包んでくれたりと、人と

のつながりを生み出してくれます。子供たちは、普段からたくさんの「やさしい言葉」を使って

います。それをお互いに意識的に使っていきましょうという投げかけです。これから一年間、子

供たちの「やさしい言葉」に耳を傾け、本紙でも具体的にお知らせしていきたいと考えています。

湯田小のめざす児童像

考える子 やさしい子 たくましい子

・自ら進んで学習に取り組む ・友達への思いやりの心を ・目標に向かって努力し続け

ことができる子 もつ子 ることができる子

・自分の考えをしっかりと ・誰に対しても気持ちの良い ・みんなのために自分のできる

表現することができる子 あいさつができる子 ことを進んで行う子



※今後、私が見つけた「いいね」をご紹介します。

湯田小に赴任してきて見つけたのが、「湯田小いじめゼロ宣言」です。これは、昨年１０月に本

校児童会で決定したものです。「やさしい言葉」がたくさん詰まっています。いじめは、どの学校

でも起こりうる問題ですが、本校のように、子供自身の決意でいじめの未然防止を訴えていくこ

とはとても大切であり、効果的だと考えます。「６９５名のわたしたち」に期待し、支えていきた

いと思っています。

一 わたしたちは、悪口やかげ口を許しません。

二 わたしたちは、友達を大切にし、いじめを許しません。

三 わたしたちは、いじめを見たら見て見ぬふりをせず、すぐに知らせます。

四 わたしたちは、友達にいつでも優しくします。

五 わたしたちは、友達を傷つけません。

４月の朝の歌は、『はじめの一歩』（新沢としひこ作詞、中川ひろたか作曲）です。子供たちの

澄んだ歌声が教室の窓から校庭に響いています。

信じることを 忘れちゃいけない これは、２番の歌詞です。お気に入りは、「あし

必ず朝は おとずれるから たに一歩」です。子供たちはもとより、私たちの「今、

ぼくらの夢を なくしちゃいけない この瞬間」は、全て明日、未来につながっています。

きっといつかは かなうはずだよ 過ぎ去った時間を取り戻すことはできませんが、こ

はじめの一歩 あしたに一歩 れから訪れる未来を、何か変えることはできます。

今日から ちょっとした心がけで、すてきな未来にすることも。

何もかもが 新しい この歌は、未来がなかなか見通せない子供たちに、

はじめの一歩 あしたに一歩 信じてごらん、あなたのちょっとした勇気、一歩が

生まれ変わって大きく 一歩 歩き出せ あなたをすてきな未来へ連れて行ってくれるよと誘

ってくれています。

入学式 127名の笑顔が咲きました。
児童見守り １年生の下校指導に際して、多数の

地域の皆様にご協力をいただきました。
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